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(57)【要約】
【課題】内視鏡を洗浄する際に、内視鏡の電気コネクタ
部に防水キャップを付け忘れる可能性の少ない内視鏡洗
浄器を提供すること。
【解決手段】洗浄対象である内視鏡２０が収容される洗
浄槽２の周囲を囲む外壁３の内周部に、内視鏡２０の電
気コネクタ部２７，２８を差し込むことによってその電
気コネクタ部２７，２８の電気接点２７２，２８２を洗
浄槽２から水密に隔離する防水キャップ６，７を固定的
に設けた。防水キャップ６，７は、全体が弾力性のある
材料で形成されていてもよく、シール用のＯリング７１
が装着されていてもよい。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄対象である内視鏡が収容される洗浄槽の周囲を囲む外壁の内周部に、上記内視鏡の
電気コネクタ部を差し込むことによってその電気コネクタ部の電気接点を上記洗浄槽から
水密に隔離する防水キャップを固定的に設けたことを特徴とする内視鏡洗浄器。
【請求項２】
　上記防水キャップ全体が弾力性のある材料で形成されていて、上記電気コネクタ部が差
し込まれると、その電気コネクタ部が上記防水キャップの入口部分で弾力的に締め付けら
れてその部分が水密にシールされた状態になる請求項１記載の内視鏡洗浄器。
【請求項３】
　上記防水キャップの入口部付近にシール用のＯリングが装着されていて、上記電気コネ
クタ部が差し込まれると、上記Ｏリングが上記電気コネクタ部に圧接されてその部分が水
密にシールされた状態になる請求項１記載の内視鏡洗浄器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡洗浄器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡洗浄器は、洗浄対象である内視鏡を洗浄槽内に収容して、水洗や消毒剤による洗
浄及び濯ぎ等を自動的に行うようになっているが、ビデオプロセッサ等に接続するために
内視鏡に設けられている電気コネクタ部が露出したまま洗浄を行ってしまうと、電気接点
が濡れることによってリークの発生その他の電気的な故障の原因になる。
【０００３】
　そこで従来は、電気コネクタ部に着脱自在な防水キャップを準備して、内視鏡洗浄器で
内視鏡を洗浄する際には電気コネクタ部に防水キャップを取り付け、洗浄により電気的不
具合が発生しないようにしていた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平５－３００８７０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、内視鏡洗浄器はいろいろな人に取り扱われる場合が少なくなく、不慣れな人が
取り扱う場合も珍しくない。そのため、電気コネクタ部に防水キャップを付け忘れたまま
内視鏡を洗浄してしまう人為的なミスが発生して、内視鏡に不具合が発生する場合があっ
た。
【０００５】
　本発明は、内視鏡を洗浄する際に、内視鏡の電気コネクタ部に防水キャップを付け忘れ
る可能性の少ない内視鏡洗浄器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡洗浄器は、洗浄対象である内視鏡が収容さ
れる洗浄槽の周囲を囲む外壁の内周部に、内視鏡の電気コネクタ部を差し込むことによっ
てその電気コネクタ部の電気接点を洗浄槽から水密に隔離する防水キャップを固定的に設
けたものである。
【０００７】
　なお、防水キャップ全体が弾力性のある材料で形成されていて、電気コネクタ部が差し
込まれると、その電気コネクタ部が防水キャップの入口部分で弾力的に締め付けられてそ
の部分が水密にシールされた状態になるようにしてもよい。
【０００８】
　或いは、防水キャップの入口部付近にシール用のＯリングが装着されていて、電気コネ
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クタ部が差し込まれると、Ｏリングが電気コネクタ部に圧接されてその部分が水密にシー
ルされた状態になるようにしてもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、洗浄槽の周囲を囲む外壁の内周部に、内視鏡の電気コネクタ部を差し
込むことによってその電気コネクタ部の電気接点を洗浄槽から水密に隔離する防水キャッ
プを固定的に設けたことにより、内視鏡を洗浄する際に、内視鏡の電気コネクタ部に防水
キャップを付け忘れる人為的なミスが発生する可能性が低くなって、電気的不具合の発生
を未然に防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　洗浄対象である内視鏡が収容される洗浄槽の周囲を囲む外壁の内周部に、内視鏡の電気
コネクタ部を差し込むことによってその電気コネクタ部の電気接点を洗浄槽から水密に隔
離する防水キャップを固定的に設ける。
【実施例】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は、内視鏡洗浄器１の平面図であり、洗浄対象である内視鏡（ここでは超音波内視
鏡２０）が収容される洗浄槽２は周囲が全周において外壁３で囲まれた状態になっており
、洗浄時には、図示されていない蓋により上面が水密に閉じられる。４，５は、洗浄時に
超音波内視鏡２０内の配管に洗浄液を注入するために接続されたチューブである。
【００１２】
　超音波内視鏡２０は、挿入部２１の基端に操作部２２が連結されて、その操作部２２か
ら後方に延出する二本の可撓性連結管２３，２４の先端に、図示されていないビデオプロ
セッサと超音波コントローラとに接続される、ビデオ信号コネクタ２５と超音波信号コネ
クタ２６が取り付けられている。
【００１３】
　内視鏡洗浄器１の外壁３の内周部には、ビデオ信号コネクタ２５から突設された第１の
電気コネクタ部２７が差し込まれる第１の防水キャップ６と、超音波信号コネクタ２６か
ら突設された第２の電気コネクタ部２８が差し込まれる第２の防水キャップ７とが設けら
れている。
【００１４】
　なお、ビデオ信号コネクタ２５からは、照明用ライトガイドの入射端部が配置されたラ
イトガイド接続筒２９が第１の電気コネクタ部２７と並んで突設されているが、そのライ
トガイド接続筒２９が差し込まれるライトガイド受け８も、第１の防水キャップ６と並ん
で内視鏡洗浄器１の外壁３の内周部に設けられている。
【００１５】
　図２と図３は、第１の防水キャップ６とライトガイド受け８に、第１の電気コネクタ部
２７とライトガイド接続筒２９が差し込まれていない状態と差し込まれた状態とを拡大し
て示している。第１の電気コネクタ部２７には、円筒形の外装筒２７１内に多数の電気接
点２７２が配置されている。なお、電気接点２７２に接続されている電気配線やライトガ
イド接続筒２９に取り付けられているライトガイド等の図示は省略されている。
【００１６】
　第１の防水キャップ６は、全体が弾力性のあるゴム材等によって内腔６１が第１の電気
コネクタ部２７の外装筒２７１より少し大きなキャップ状に形成されて、外壁３側から洗
浄槽２側に向かって開口する状態に外壁３の内周面に固定的に取り付けられている。
【００１７】
　なお、この実施例においては、第１の防水キャップ６の外面に形成された凸部が、洗浄
槽２の外壁３の内周面を形成する２枚のパネルの間に挟まれてそこに固定された状態にな
っているが、それ以外の態様で固定してもよい。
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【００１８】
　そのような第１の防水キャップ６の内面入口部分には、第１の電気コネクタ部２７が図
３に示されるように差し込まれた時に第１の電気コネクタ部２７の基部外周を弾力的に締
め付けてその部分を水密にシールする入口シール部６２が、少し内方に向けて突出して全
周に形成されている。また、外装筒２７１の突端側の内周面に全周にわたり弾力的に密接
してその部分をシールする奥側シール部６３が、内腔６１の突き当たり面から突出形成さ
れている。
【００１９】
　その結果、第１の電気コネクタ部２７が第１の防水キャップ６に差し込まれると、電気
接点２７２が配置されている空間が洗浄槽２側の空間から水密に隔離される。なお、入口
シール部６２の存在により充分にそのような効果が得られるが、奥側シール部６３の存在
によりその効果がさらに確実なものになっている。
【００２０】
　ライトガイド接続筒２９が差し込まれるライトガイド受け８は、ライトガイド接続筒２
９が緩く通される貫通孔が設けられたものであるが、その入口部分には、ライトガイド接
続筒２９を弾力的にクリック係止するＣリング８１が取り付けられている。
【００２１】
　図４と図５は、第２の防水キャップ７に第２の電気コネクタ部２８が差し込まれていな
い状態と差し込まれた状態とを拡大して示しており、略小判型の筒形の第２の電気コネク
タ部２８内に多数の電気接点２８２が配置されている。
【００２２】
　第２の防水キャップ７は硬質の金属材又はプラスチック材等により、洗浄槽２側に向い
ている面が開口した箱形であって第２の電気コネクタ部２８を囲む大きさに形成されてい
て、第２の防水キャップ７の入口部付近の外周部にはシール用のＯリング７１が全周に装
着されている。
【００２３】
　また、第２の防水キャップ７の内腔の突き当たり面には、超音波信号コネクタ２６の中
央位置に突設された係合軸２８３が差し込まれる軸受孔７２が形成されていて、その軸受
孔７２には、係合軸２８３の側面に突出形成された係合ピン２８４が係合するＬ字状の係
合溝７３が形成されている。
【００２４】
　その結果、図５に示されるように、第２の電気コネクタ部２８が第２の防水キャップ７
に差し込まれると、第２の防水キャップ７の開口口元の形状に合わせて超音波信号コネク
タ２６に形成された環状溝２６１の内周面にＯリング７１が密着して、電気接点２８２が
配置されている空間が洗浄槽２側の空間から水密に隔離され、係合ピン２８４を係合溝７
３に係合させることによりその状態が維持される。
【００２５】
　このように構成された実施例の内視鏡洗浄器においては、第１の防水キャップ６や第２
の防水キャップ７が内視鏡洗浄器の外壁３の内周部に固定的に設けられていることにより
、超音波内視鏡２０等を洗浄する際に、電気コネクタ部２７，２８に防水キャップを付け
忘れる人為的なミスが発生する可能性が少なくて、防水キャップの付け忘れに起因する電
気コネクタ部２７，２８の故障を未然に防止することができる。
【００２６】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば洗浄槽２内で洗浄される
のが超音波内視鏡２０以外の一般的な内視鏡等であっても差し支えない。その場合には、
超音波信号コネクタ２６は設けられないので、第２の防水キャップ７の利用は不要になる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施例の内視鏡洗浄器の平面図である。
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【図２】本発明の実施例の第１の防水キャップにビデオ信号コネクタの電気コネクタ部が
差し込まれていない状態を拡大して示す平面断面図である。
【図３】本発明の実施例の第１の防水キャップにビデオ信号コネクタの電気コネクタ部が
差し込まれた状態を拡大して示す平面断面図である。
【図４】本発明の実施例の第２の防水キャップに超音波信号コネクタの電気コネクタ部が
差し込まれていない状態を拡大して示す平面断面図である。
【図５】本発明の実施例の第２の防水キャップに超音波信号コネクタの電気コネクタ部が
差し込まれた状態を拡大して示す平面断面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　内視鏡洗浄器
　２　洗浄槽
　３　外壁
　６　第１の防水キャップ
　７　第２の防水キャップ
　２０　超音波内視鏡（内視鏡）
　２７　第１の電気コネクタ部
　２８　第２の電気コネクタ部
　６２　入口シール部
　７１　Ｏリング
　２７２　電気接点
　２８２　電気接点

【図１】 【図２】
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